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日　時　　平成 26 年 12 月 6 日（土）　13：30 ～ 17：30




13:30 ～ 13:40 開催校挨拶
　　　　　　　　札幌大学
学　長　桑　原　真　人
13:40 ～ 13:50 問題開示
　　　　　　　　札幌大学女子短期大学部 
教　授　松　本　源太郎









14:50 ～ 15:00 休憩

























16:00 ～ 16:10 休憩
























































































































はないわけであります。1かける 2，それかける 3，1かける 2かける 3，それぞれもっと
強い結びつき，有機的と言ってもいいような横断的な結びつきがあって生産と雇用とそし
て暮らしというものが結びついて，地域らしい，地方らしい生活の在り方を模索できる。
そこで真の豊かさを追求できる。そういうような成熟社会における生活の仕方まで，ある
いは在り方まで，あるいはもっと言えば望ましい生活の仕方まで含めて考えるのが，この
六次産業化への模索，試みというものに込められているある種の希望，理念であります。
そのような観点で私は今日のシンポジウムを大変楽しみにしております。
これから三大学のパネリストがそれぞれ地域におけるお酒，酒造産業あるいは酒類業界
と呼ぶんでしょうか，それらを切り口にして地域経済について報告いたします。特にゲス
トスピーカーとしてお招きした東村有三さんはですね，北海道における地域ビジネスのプ
ロデューサーとして大変な名高い方です。私が存じ上げているのは地域ビジネスの立ち上
げに際しての，特に行政との関わり方です。これに媚びることなくですね，むしろ辛口の，
非常にはっきりした立ち位置から地域のビジネスを，地域の暮らしや風土と連携させて創
造すると，このような取り組みをされている方です。東村さんのお話を含めてですね，きっ
と参加の皆様に有為な知見がもたらされるというふうに期待しております。
以上拙いイントロダクションを述べさせていただきましたけれども，早速，一人目のス
ピーカーからお話を聞くことになります。
それでは最初に，「沖縄における泡盛産業と地域振興～酒税減免措置と経済効果の分析
～」というテーマで沖縄国際大学の前泊先生にお話をいただきます。お願いします。
